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川 上 久 壽

バズ ネーエ ワ女 史,く わ し くい え ば バズ ネ ーエ ワ ・リュボーヴィ・ドミ トリ

'一エ ヴ ナ(no3AHeeBanro60Bb ,Z[MHTPHeBHa)は 哲 学 博士 で中 国語 か ら

多 くの 翻訳 を してお り,古 典 申 国 交 学 や現 代 申 国文学 に 関す る著作 が あ る。い

っ の 生 ま れ か 不 明で あ るが,1932年 に レー ニ ン グ ラー ド大 学 を卒 業 してい る

か1ら50才 前 後 で あろ う。大 学 を 出 て か ら ウラジオヌ トツクの 申国人教育の学

校 に何年かお り,1937年 か ら極 東 大学 で申 国 文学 史 の講i義 を は じめ,1944年 以

後 モ ス ク ワ大 学 で 同 じ講 義 をつ 団けて い る。

バズ ネーエ ワの魯迅研究 は20年 以 上 にな るそ うで,彼 女 の博 士 論 丈 は魯迅

に テー マ を とつた。1952年 彼 女 は魯 迅 研 究 の著 作 に よつ て ロモ ノソフ賞金 をあ

た え られた。 また1954年 か ら1656年 に わ た つ て国 立 出版 所 か らで た 四巻本魯迅

選集 の編集者で あ り,そ の 翻 訳 者 の 一人 で もあ るg

わた く しが こ 泓で紹 介 した いの は彼女の数 多 くの著作の うちの魯迅作品論

で,1957年 出 版ρ 「魯 迅 」 の な か の 一部 で あ る。 これ まで ソヴエ トにおけ る魯

迅研究家 として はフ ェドレンコの名が第一 にあげ られ て きて,バ ズ ネー エ ワは

'
その 名 で お ～われ て きた感 が あ る。・しか し二人の もの を読 む と,フ ェ ドレン コ

よ りは む しろバズ ネ ーエ ワの方 が じつ く りと魯迅 を読 んでいて深み があ る。お

そ らくバズ ネーエ ワはソヴエ トの魯迅研究の代表者 としては第一等で あ るばか

りでな く,西 洋 に お い て そ の右 にで る もの はいないので はないか とさえ思 われ

る。バズ ネーエ ワの新著 「魯迅」 は`著 名 人の生 涯 」 とい う叢 書 申 の 一巻で あ

るか ら,専 門 的 な もの で は ない 。 われ われ には判 りきつて読むまで もない部分

もあ る し,退 屈 で さえ あ る とこ ろ もない わ けで はない。 しか し,深 く鋭 い独 創
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的 な見方 が あ ち こちに見 うけ られ,日 本の 魯 迅 研 究 家 の 参考 資 料 として,ま た

魯 迅 の 読 者 の よい 手 引 き として一読に あたい す る もの であ る。 と くに 「懐旧」

に対 す る評価 は,バ ズ ネ ーエ ワに よつ て 基礎 をす え られ た もので,こ の点 だ け

で もバズ ネー エ ワの 研究 はた ㌧え られ てよい 。近来は 申 国で も巴入,孫 望,朱

正 な どの人 び とが 「懐 旧 」 に つ いてそれ ぞれ短い もの を書 いた りまたす こしふ

れ る程度書いてい る。(巴 人 ・魯 迅 小説 的芸 術 特 点,1956年,第19号,丈 芸報:

魯 迅 作品 研 究 江 蘇人 民 出版 社 江 著省文聯編101頁"懐 旧'、 試訳(附"懐

旧"原 著)孫 望:魯 迅伝 略 朱 正著 作 家出版 社)

以下 「懐 旧」 よ りは じ めて 「哨賊 」 「彷 裡」についての バズ ネーエ ワの魯

迅論 を紹介 しよ う。バズ ネーエ ワの魯迅論 を論 ず るの は次 の機会 にゆず る。

1912年 魯迅は 「小説月報」に 「懐旧」を発表 してい る。これは短篇あ るい

は彼が企画 した作品の断片であ り,完 成 した体裁を もつす ぐれた作品であ る。

作品のテ霞マは,満 洲人の権力に反抗 してた ちあがつた暴動に対す る申国社会

の各階層の関係で あ る。魯迅はそれぞれの社会グループの代表者たちの政治的'

見解を分析 した結果,重 苦 しい結論に達 してい る。つま り,多 くの人民は奴隷 ・

であ るがために愚かになつた,い つわ りの伝統 で欺 き,革 命家を理解せずまた

'援 け もしない
,ま た人民の事業のために死んでいつた人び とはあいかわ らず人

民か らは遠い とい うことであ る。'

「懐旧」はその構成上か らひじよ うに興味ぶかい。武器をとつた長髪賊が

満洲人に手向い して叛乱 をおこした とい う噂 をめ ぐつて事件 は展開 され る。ど

うや ら噂はウソだつた らしく不安におちいつた省のグル ープは安堵の胸をなで

おろす。騒 ぎはしずま り,住 民はそれぞれ家へ もどつてゆ く。 しか し;叛 乱者

に対 す る関係 と同じ く,こ のよ うに政治的に尖鋭な問題において,魯 迅は社会

的各階層の人び との意見の衝突を非常な深み をもつて,主 人公たちの内的世界

をとおしてあば きだしてい るひ.

その うちの一人は地主の金耀宗であ る。はじめの噂の とき彼は自分の首 と
チ ンヤ オ ツオ ン

財産 をま もるた めの手段 を とる。耀宗 は 「叛乱者 」が百姓 たちに暴動 をお こ さ
ヤオツオ汽
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せ ない よ うに と,急 い で酒宴 を もよお そ うとす る。 そ して先生 の もとへ走 る,

それ は 「順 民」 と書 い た板 を叛 乱者 がやつて来 たな らば 門にか ㌧げねばな らぬ

か ど うか を教えて もらうた めだつた。耀 宗 は自分の父 が革命 家へ鞍 変え し無事
ヤ オ ツオン

に彼 らの破壊 をまぬがれたことを覚えてい る。 しか し知慧のない息子には父 が

叛乱者や懲罰者に迎合 しとりい ることので きた孔子 の教えを我が ものにす るこ

とがで きなかつた。長髪賊が怖 くなつた とき,彼 は彼 らの後ろに1ま官軍がつい

て くること,そ して叛乱者に従つた ものは誰で も罰せ られ ることを忘れてい る。

先生の仰聖は彼の忠告者であ り彼 をたすけてや る。禿げ とい う渾名の先生
ヤ ンシ ヨン

はどんなばあいで も首が とばぬよ うそつ と教え る。 「こ うい う連申の怒 りをま

ねいてはいけない,し か しあんま り親 しくしすぎて もいけない」。こ うして,

彼は官軍の前で も安全でい られ るためには叛乱者 をどう迎え るかを教え る。

地主 と彼 に教訓をあたえ る孔教徒の行いには,彼 らの生存の基本的意味,

つま り自分の生命,自 分の名前 と富をま もることが暴露 されてい る。そのため

には強者の前での奴隷根性,権 力への追律,二 心 どんな方法で もよい。

魯迅は以前の雑文でこれ らの悪徳 をた 団上層階級の ものや買弁にだけ暴露

したρい まや彼は中国の どんな片田舎で も多 くの ものが感染 さぜ られてい るこ

とを示 してい る。1911年 に彼はあま'りにしば しば反動分子や自由主義者たちの

二心 をみた。彼 らは蜂起 した人民の前に卑屈 とな り,偽 善的に宣言 した 「われ

われ も革命家だ」。後に彼 らは動揺 してい るもの を味方にひ きいれ,ほ ん とう

の革命家た ちの背申に刀 をつ きとお し,権 力 を握つた。 リア リス ト,革 命家 と 、

しての魯迅の観察は,革 命の真の敵 をどこに見出 し,い かに暴露す るかのたす

け となつた。 しか しその階級的基礎はまだ魯迅には明 らかでなかつた。したが

つて啓裳家魯迅は悪の温床 として先生 をえがいてい る。禿先生 は孔教思想の宣

伝者であ り,奴 隷根性 と二心をた ＼え,そ れ を教義に高めていた。昔か ら彼の

仲間は祖国のために何 もギセィにせずどんな ときで も巧 くごまかそ うとやつて

・きたので ,耀 宗の世代 を も同じよ うに育てあげた。 τ
ヤオ ツオ ン

魯迅 は禿先生 か らス コラテ ィクな博学 のマン トを脱 がせ それが 無智 を隠蔽

してい るこ とを示 す。 この学者 は教え るのに カンニングを用い る。彼 の部屋 に
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、は簡単 な歴史の本 と試験の文集が二冊あるだけで,原 書 も有名な注釈本 も使わ

なかつた。おまけに彼 は教育者の才 もなかつた。彼の特徴は きびしい規律で,

これが自分の弟子の子供への影響の唯一の方法 とみな されてい る。

この先生の形象にはふるい教育制度の多 くの代表者たちの一般化がおこな

われてい る。魯迅が禿先生にあたえた鋭い否定的特徴 は,魯 迅のたすけで中国の

小説の将来を考え味方に しよ うと望んでいた革命的民主主義者たちやまた魯迅

の考えによると申国において新たに啓蒙 を組織 しよ うとい うあ らゆる試みを無

に して しまつた連中に対す る魯迅の眼 をひ らかせてい る。この形象には教育に

よ る社会改造 とい う魯迅の幻想が破れた ことが何よ りも強 く反映 されてい る。

耀宗 と禿先生 とは反対に,弟 子の子供 は叛乱者が ≦るのをよろこんでい る。
ヤ すツ オ ン

朝か ら晩まで天地創造の面白 ぐもない丈句 を暗記 させ る先生の手か ら救つて く

れ るの をあてにしてい るのであ1る。 「長髪賊がやつて来て先生の首を切 りと り

投げて くれたな ら……」子供はそ う思 う。

禿先生は子供の さ＼やかな楽 しみ を うばい,村 の子供たち と遊ぶことや下

じ もの人民 と友だちにな る『ことを禁じてい る。

しか し子供はこれ ら下層の人び とに くみ した。 とて も心 をつよく惹 きつけ

るよ うな夕方,星 の光の もとで,門 番の王爺やか ら魂がぬけだ してゆ くよ うな
ワン

話を きいた子供は,農 民たちが地主 よ りはずつ と利目なことをしつた。

地主 の耀宗は王爺やの話がてんでわか らず,相 槌 を うつだけだつた。李婆
ヤ オヅオン ワン に りめ

さんは彼が子供の ときか ら大人にな るまで両親に甘やか され,何 処へ もゆかず

誰 とも交わ らず,家 に閉じこめ られていたか らま るきり何 も知 らないこ とがわ'

かつた。米が幹いた りねばつた りす ることも,魚 に うぐいや鯉のあ ることも知

らなかつた。

彼に何かを説明す るのは容易な ことではな く,説 明には説明がい るしまつ

だつた。

子供は門番や乳母が長髪賊の味方になればい トと思つた,叛 乱者がやつて

来れば禿先生のよ うな ものがおいおい逃げだしてゆ くか らだつた。

「懐旧」におけ る否定的主人公一 地主 と先生,積 極的主人公一 一子供 と
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叛乱者(舞 台にあ らわれていない)の 形象の うち農民は積極的な もめにちかい。

魯迅が地主 と先生に暗い色 をお しまない とすれば,乳 母 と門番には暖かい光あ

る調子があ㌍え られてい る。'

これ らの形象の基礎には大 きい人間性がおかれてい る。 しかしこれ らの人

び とには長髪賊の暴動の意味が理解 されない。彼 らには叛乱者が同情にあたい

す ると思われたか もしれない,し か し主人の地主に追随 して叛乱者に対 し出鱈

目を語つt::。地主みたいに,農 民 と下男 も主人に対 して奴隷的な服従 をつs'け

主人の財物 を 「掠奪」 されない よ うに家に居残つた。彼 ぢはふるい社会 と主人

が自分たちを陥れてい る観念の範囲か らで ることがで きなかつた。,盲目的に禿

先生 を信 じてい るものがまだ多かつた。

人民 をめぎめさせ,た 、かいに立ち上 らせ,勝 利にみ ちび く有力な力はい'

つたい どこにあ るのか?.

この力 を魯迅は見出すことがで きなかつた,そ れはまだ生れでなかつたの

であ る。国はゆきずまつてい る,彼 にはそ う思 われた。こ ～に彼の悲劇があ る。

「懐旧」は魯迅のはじめての成熟 した作品である。これ は作者の創作の道

における分岐点になつてい る。つま り申国の生活のなか ～らのテーマ,辛 らつ

な誠刺 と適切なユーモア と悲 しい調子を もつた批判的 リア リズムへの移 りかわ

りである。

魯 迅は申国の散文作家が とるにた らぬ コマゴマとした事 を くりかえし,予

め用意 された家柄や系譜の登場人物 をえ炉 くとい うふるい伝統 との関係を断乎,

としてたちきつた。このよ らな紋切型が作品 をズタズタに してい るのに対 し,・

「懐旧」で はすべてが 筋道 とおつていて整然 として お り生 きい きと して い

る。禿先生は子供 と勉強 してい る。授業の静かな空気はいろいろのことを知 り

たい子供が落ちつかないため とぎれ る。子供は論語読みの論語知 らずの先生の

退屈なお話に耳を傾けねばな らない,そ の とき誰かが窓の外でプラタナスの実

を石 で打ち落 して遊んでお り,そ の石が丁度授業申の机の上に落ちて来た。

さらに,み んなが何か恐ろしい事件 を待 ち うけあちこちか ら矛盾 した噂が

耳に入つた とき,誰 もが我先 きに とそれがいつ起 るか を喋つた。王爺やのほん
.ワ ン
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との話で さえ僕脾や隣人たちが興奮 して根掘 り葉掘 り尋ね るので中断す る。

外国文学 を長 く研究 しロシヤの批判的 リア リズムを熟知 していたことは魯

迅に とつて無益ではなかつた。 、

「懐旧」で魯迅の作家 としての方法にはゴーゴ リの影響が感ぜ られ る。愚

鈍な中国の しわん坊の飽主はプリユーシキ ンやふ るい地主領 地 を思 い 出 させ

る。それは偉大なロシヤの誠刺家が「死せ る魂」で書いた辺阪の地に似てい る。

しか しロシヤ文学の リア リズムの伝統は単に魯迅が改革的役割を界すの を

助 けたにすぎない。魯迅は 「懐旧」で賓い申国を明快な形象に肉化 した,そ れ

は現実か ら汲み とり祖国に とつて緊要な問題 となつた。魯迅は老練な作家 とな

つた。 し炉 し 「懐旧」の後ま る六年間彼は作家 としてあ らわれ孕かつた,彼 の

生涯の この時期(1913-1917)は 確 実 な意 味 で は 「沈 黙 の年 」 といつてい ㌧か

もしれない。

バズネーエ ワが 「懐 旧」 を高 くみてい るこ とは以上の とお りであ るが,さ

らに年譜で も1912年 にはP壊 旧」 を発表 してい ることを特 に記 してい るほどで

ある。 、 、

※ ※ ※

1918年4月 に 「新青年」に発表 された魯迅の短篇Lr狂 人日記」は申世 と最

も新 しい文学の境界になつた。

「狂人 日記」で魯迅はすべての新 らしい もの と古い もの ＼ちが い を示 し

た。古い文語のひか らびた暗い文章のまえが きを読んでか ら頁 をめ くると読者

の前には村 の住民,狂 人の地主の形象が再製 され た生々 とした現代の言葉でた

ちあ らわれ る。この作品の内容 と形式が新 らしい もの ㌧勝利の必然性をしめ し

てい る。

才子 と佳人が恋 しあ う幻想的冒険的仁侠的な長篇,劇,小 説のかわ りに,

魯迅は赤裸々な現実,新 らしい主人公た る庶民 を文学に もちこんだ。魯迅は申

国人に自分への眼をひ らかせた。彼の作品申の申函 人の生活の緊急な問題 は大

きい社会問題の意義を もつまでに成長 した。
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「狂 人 日記1は 作 者 自身 の み とめ る とこ ろ で はゴーゴ リの 同 じ題 名の作品

の影響の もとに書 かれ たこ とになつてい る。 しか し魯迅 はその構想 を申国に古

くか らあ る迷信,人 間 の 力 と勇 気 は肝臓 に あ る とい うこ とか ら借 りて きた。胆

力 あ る もの を殺 して その肝 を喰べ るこ とは殺 され た ものが もつていた力 と勇気

を うるこ とであつ た。 それ に人間の血 は薬効 あ る もの と信 じ られ ていた。

主 人公た る地主 の病 んだ頭 にはふ るい迷信の反響 が村民の たえまない鰻餓

と農民生活 の耐 えがたい重荷についての思想 と融 けあつて いた。 「あ る もの は

知県 に足 かせ をはめ られ他の もの は紳士 に横面 を撲 られ,下 つ端 役人 に女 房 を

と られ た もの もあ る。あ る もの は高 利貸 にいためつ け られて死んだ。」

小説 の主 人公 は歴史 に向い,儒 教 の うるわ しい言 い廻 わ し 「真実の道」「義

務 」 「道徳 」の行の 間にた 団一 つの意味一一 人 を喰 う一一 を見出す。彼 は人び

とに悔 い改 め るよ う呼 びか けよ うとす る。 「将来 は人 を喰 わな い」 ことを うつ

たえ る。 しか し,怖 ろ しい こ とに彼 も人 を喰 う ものの子孫で あ り,彼 自身 も人

の肉 聖喰 べ たか もしれ ない,と い う結 論 に た つ す る。 彼 に の こ され たのはた 団

「子供を救え1」 と叫ぶ ことだけであ る。た とえそれが将来においてであ るに

せよこの怖ろしい現実 をほろぼすことを彼 はよびかけ る。

「人は人に向つて狼の如 し」 とい う階級社会の法則を作者は申国流に 「人

が人 を喰 う」 と書 きか えた。

気が狂つてはじめてこの世の事柄 を見 ることがで き,ま た宗教的および風

俗的な偏見の ワナによつて束縛 され た地主への奴隷的従属によつて陣いてい る

農民のあ らゆ る憤 りを理解で きるとい う魯迅の誠刺思想は特徴的であ る。

さらに もう一つの注意に値す る要因があ る。狂人が兄に向い人間を喰 うこ

とをや め,餓 えてい る ものか ら賃貸料 をとらな いよ うに懇願す るとき,彼 は

「あ るものは∴…人 を喰 うことをやめ……そ して人間に,ほ ん とうの人間にな

つた」 ことを示 している。 「ほん とうの人間」についての この くど りは,当 時

の申国文学作品の うちで人聞によ る人間の搾取を永遠に終 らせた国家であ るソ

ヴエ ト・ロシヤについてはじめて述べた ものである。

1918-1919年 に書いた魯迅の雑文は彼が新生活に更生 しその光明ある期待
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に つ い て語 つ て い る。1912年 の 「懐 旧 」で 魯迅 が叛 乱 者 に人 民 の支援 を見出 さ

なか つた とすれ ば 「狂人 日記」(1918年)で 彼 は社 会 が 「人 は人 に対 して 狼で

あ る」 とい う法則にしたがっていたし 「小 さい串来事」一重大 な労働者の出現

の後 一年 して書かれた もの一では新 らしい擾頭 しつ ㌧あ る階級プロレタリアー

トの人格化 された力を主人公 とした形象 を創造 した。

車夫 は当時の魯迅に とつて労働者階級のシムボルであつた。 この作品でそ

の形象は充分に発展 されてお らず輪廓がヂラワ
.とうか 団われ、るだけであ る。 し

か し魯迅が この作品にあたえた大 きい意義は,十 月革命 と中国におけ る労働運

動のたかま りが彼に新 らしい眼で入民 をながめさせ申国人民に新 らしい偉業 を

期待 させたことを明 らかにしている。

小 人 物 の 運 命

魯迅の創作の うち小説 は雑文(評 論)よ り小 さい地位 をしめてぴ る。第一

の叙情的調子または調刺的グロテスクな作品 と,第 二の戦闘的,尖 鋭な暴露の .
ざ

あいだには何 も共通な ものはないよ うに思われ る。 しが しそ うではない。小説

と散文申の詩のテーマは彼の雑交のなかに滲み とおつてい る。しか しその反対

め ばあい もしばしばであ る。すなわち作者に発生 してい る思想,蓄 積 され た観

察 は雑文に反映されてか ら後,小 説 の形象,典 型に肉佑 されてい る。

魯迅の作品 はひろい生活の画面 をあ らわしてい る。作者の注意の申心にあ

るものは,人 間の環境 との悲劇的 コンフリク トであ る。摘発者 としての才能が

魯迅に社会的相互関係の敵意あ る性質をあば くことを助 けた。過去の作者に対

立 して彼は社会のいろいろな層の うちに主人公 をさがした。魯迅の読者の前 を

長い一系列の典型,形 象がよぎ り去 る,そ れ らは苦しみ もが き抵抗 してい る人

び とであ る。

当時の魯迅の作品の本質的特徴は一般的に申国 リア リズムにとつて特徴的

である。しかしかつては豊かな文化 をもつた半封建半殖民地的申国の特殊 な環

境,作 家自身の強い個性はその筆の下か ら溢れでるすべての ものに,ま た とな

い民族特徴の烙印をおしている。
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※ ※ ※

あるとき魯迅は自分 の作品の うちどれが好 きか と尋ね られた。彼はちまっ

と沈黙してか ら 「孔乙巳」 とこたえた。
コ ン イ チ 　

これは 「狂人 日記」の後1919年 に書いナζ第一の小説で ある。人を喰 う社会

の道徳に対 する作者の怒 りにみちた抗議 は情けの うすい社会の罪な きいけにえ

たる小人物のはつき りとした救情的形象の うちに新 らしく熱烈に反響しはじめ

た。

破滅に陥 し入れ られた生活の同じテーマを魯迅は もつ とあとの小説一 「祝

福」 「白光」一で もつ 団けた。.、

陳士成(白 光)も 孔乙己 も紳士の うちでは不幸な人である。この二つの形
チ エ ンシ チ ョン コン イ チ 　

象は多 くの点で互いに補われ発展させ られている口

主人公はそれぞれの運命を もつてい るが悲劇の原因は同じである。彼 らは

官吏登用試験 に落第した,そ のため祖先伝来の個人的貴族の地位ジ官職 「人民

か ら搾取する」権利を うばわれた。孔乙己 と 陳士成の陞官をさまたげた もの,
コンイチ ぼ チ エ ンシチ ヨン

つま り無学,試 験官に目をかけ られなかつたことや買収のなかつたことを,作

者はあばいていないが,彼 らの生活環境によつて想像で きる。自分たちの階級

か らしめ出 された彼 らは助か りようもない ように思われる。先祖代々の気位の

高 さと労働 の軽視が心に泌みこんでいる彼 らには新 らしい独立 した生活の道を

みいだすことがで きなかつた。

もし陳士成ののエゴイズムがわれわれ を嫌悪せ しめるとすれば孔乙巳は人
チェン シチ ヨン コン イチ 　

情,愛 情 ある行いで人びとをひきつける。彼 は酒屋の小僧に字 を教えよ うとす

るし,た 団で さえ僅かばか りの肴を子供たちに御馳走する。 しか し社会は善良

な ものに もエゴイス トに もおなじく残酷である。世聞の人びとは他人の苦 しみ

や災難のそばを冷淡に とお りすぎる。孔乙己が逃げ出してか ら居酒屋の主人は

この憐れな男 を憶い出す。 「あの男にはまだ十九文の貸 しがある」。人が人を

喰 う」社会で これは物事 の秩序 とい うものだ。

魯迅は富 と権力 とび う特権が神格化 されてお り∫人びとがこれを崇拝して

いるような機構, .孔乙己のように善良な人間が滅びねばな らない機構を暴露 し
コンイチー,
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'f:
。支 配 階 級 の地 位 に あ る孔 乙 己 の仲 間が彼 を圧迫 してい る とい うこの残酷 さ

リ コ ン イ チ の

が孔乙己の社会との衡突に とくべつな力をあたえている。特権を うばわれた も
コ ン イチ の

の を彼 らは人間 とみ な さない。

ピ

か い せ ん も ち の 美 人

魯迅の作品に休息ややす らぎを求 めて もむな しい。祖国は彼に とつて 「か

いせん もちの美人」である。彼は 「いたみやかゆみ」を感 じるほどに書かねば

な らなかつた。彼は真実の憤怒の言葉でそれを治療 した。魯迅は個々の作品で

日常の聞題をと りあげ,そ の多 くに笑い と鋭い武器を もちいた。ある ときは謁

刺が致命的打撃をあたえた し,時 には沈滞か ら目ぎめ させ,周 囲の無智 と不正

とのt:s・かいにたちあが らせた。こうして彼は現存機構 の擁i護者を うちのめし

他方では彼 らの圧迫に屈 し衆愚 となつた ものをめざめ させようとした。魯迅は

蔀市や農村 の辛労者の7cちt'・'くれ,自 己卑下,奴 隷根性を悲しみを もつて強調

した。 「薬」 「頭髪 の話」 「長明燈」 「引き廻わし」のような作品で,魯 迅は
ノ し 　

一般的な無関心の なかで中国のす ぐれた子女の破滅につ き心の痛みをぶちまけ

てい る。

「薬」の華栓の形象は衆愚の無気力 とその無智の悲劇的な証拠で ある。彼 ら
ホ アシ ヨア ン

は息子をす くうために死刑に処せ られた革命家の血を買 う。老人がそのおそろ

しい買物にいつた刑場に集 つた群衆を;魯 迅は生気のない大衆 として衆愚の く

さつた性 格 として えがいてい る。

これ らの大衆は 「どの首 も上へ の ばしま るで た くさん のア ヒル が眼に見 え

ない手で首 す じをつか まえ られて,吊 し上 げ られ て い る よ うだ つ た 」。群衆 は

ざわめ きなが ら前進し,後 退し四散す る。だが群衆の うごきは自覚 した もので

はない。それは山彦みたいに中心の刑場へゆこうとくりかえしてい る。他の作

品(「 引 き廻わし」)で,作 者は新 らしい衆愚を比較 してい る。ヤ ジ馬はそれぞ

れ惰性か ら 「まるで壁にあたつたボールがはねかえ るように」群が り集 る。引

き廻わしの罪人をつれた警官を ぐる りと取囲んだヤジ馬たちの特徴は きわめて

多様で ある。だがその顔 は誰の も同じで怠惰 と熱 さによる疲れ と無意味ない 、
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よ うのない退屈 さがある。引 き廻わ されてい るものを批難することには何の関

心 もない。

群衆には見世物だけがい る。それに飽 きる と彼 らは路にぶつかつた人力車

を見 よう とす る。 この街頭 光景をえが くことで 魯迅1ま自身がみ とめtよ うに

「多 くの無関心なヤジ馬への憎 しみ」をおしす ㌧めた。

支配階級の思想に盲目的にしたがい 「押 しこんだ り押しこめ られた り」す

ることに慣れた衆愚の観念は,魯 迅の主な作品一 阿Q正 伝(1921年)で

芸術的肉づけがはつ きりとなされた。この意味で小説の最後は意味深遠であ る。

「未荘では意見が二つに分れないで誰 も阿(諺が悪い と断定した。銃殺 されたこ

とが疑い もな く彼の悪い とい う証拠である。彼が悪 くない とすれば銃殺 され る

はずがないではないか」。

阿Qは 農村の浮浪人であ る。彼 の社会的地位 はあわれで村申か ら軽蔑 され

てい るに もか ㌧わ らず彼は尊大であ る。彼 は撲 りあつた り罵 りあつた りするの

がいやなわけではない。しかしケンカ相手に ドモリや弱い ものをえ らぶ。強い

ものを相手にいためつけ られ るとゆ るしをこい自分を蛆虫 と見下げる。しかし

「子供にた 、かれたとい うことにしようユ と考えなおし威容をつ くつて退いて

ゆ く。こうい う傲慢尊大はたやす く自己卑下にかわ り,自 己卑下はまた尊大 と

な る。 どんな不愉快 なときで も阿Qは 自分め考えだし7幻 想で慰 め 「精神の勝

利」をえ られつねに満足す る。この性格に魯迅が も,じつてい るのは昔 「精神勝

利」の方法を発明した儒教の道徳家である。

古い中国の産物であ る阿Qは 帝国主義 の侵入によ り封建制度が ぐらついた

とき,ル ンペ ン・プロレタリヤの生存の苦しみをとおして くずれゆ く生活秩序

にお ちこんだ。しかし作者は阿Qの 足下の地面がたえず ぐらついてい ることに

満足せず,辛 亥革命 とい う大 きな社会的動揺を体験 させる。 この苦しい生活の

憂 き目が,阿Qの 性格を周到な完全 さと最大の鋭 さであば くことを可能にして

い る。

阿Qの 形象の うちに作者は申国を後退せしめてい る暗い沈滞したすべての ・

ものを一般化した。彼 は権力の前にお となし く屈 し帝国主義の きずなの もとに
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国 をな げだ す ものを嘲笑 した。ま さに この意味で魯迅 は阿Qを 死 の道 に み ち びT

き真 実 に くや む こ とな く銃 殺 へ と運命 づけた ので あ る。

募華は阿Qの 作者がなぜ社会の階層のうちで最 も低い階層にある人間の形

象に申国の痛弊を集申 したのが とい う疑問をだしてい る。そして リァ リズム作

品では 「材料をえ らぶには きびし く掘 ることは深 くなけれ ばな らない」とい う

魯迅ρことば矧 胤 ている・支醗 級とや テリの 職 申勝利」の磧向繰

露 して,魯 迅 はこの性格が何代にわたつてやしなわれた奴隷根性 として教育を

うけていない人びとに もあることをみいだ した。

この欠陥を根本か らひ きぬ くためには上層階級の ものを暴露す るだけでは

充分でない,こ うして作者は趙旦那,銭 且那やニセ毛唐のエコーとして浮浪人
チヤオ チエン

の阿Qを えがいた。ど うしてへまばか りやつてい る主人公が 「申国人の欠点を

正確に反映 してい る鏡 として」あ らわれたのか。

普遍的な憐格を主人公にあたえ申国人に自分のまわ りを見廻わ させたい と

欲 したか らこそ魯迅 は主人公に姓名をつけず阿Qと 名づけ7cの で ある。魯迅が

つ くつた形象 と意味深長な巧みな言葉 は申国では普遍的 となつた。その うち普

通名詞 となつたのは 「阿Q」 .「精神勝利」である。

「阿Q正 伝」は申国の進歩層では好意と歓喜 を もつて うけいれ られた。 と

ころで疑問がお きる,作 者は主人公を愛 したのかそれ とも憎んだのか?作 者の

敵たちは彼の登場人物はみな道化のようだ と断言 し,申 国人を冷嘲 してい ると

非難 した。 ±

こ 》で思いだきれ るのはシチ ェー ドリンが 「或 る町 の物語」で ロシヤ人を

愚弄 した と責め られたことである。 「阿Q正 俸」を書いた ㌧めに非難 された中

国の作家はシチ ェー ドリンが誹誘者たちに答えたの とおな じく答え ることがで

きるであろ う。偉大なロシヤの誠刺作家は次のように書いた。

「人民を愚弄 した とい うことでお きた争論はわが批評家が歴史的な人民を

区別 しないか らである。つま り民主主義の体現者 としての,歴 史の舞台で活動

してい る人民か ら区別 していないか らであ る。第一に自分の仕事に応 じて評価

され同情 をうる。 もし人民がボロダフニキやウグリューム ・ブルチェーブ を生む

!
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な らば同情で きない。 もし人民が無自覚の状態か ら脱 しよう と努めてい るな ら

ば,そ の時こそ人民への同情は全 く理にかなつてい る。 しか し同情の程度は人

民の自覚への努力の程度に よつて条件づけられ る。第二 の規定の意味で人民に

ついては,こ の人民にあらゆる個人的活動の始め と終 りがその申にあ るとい う

同じことにしたがって同情せ ぎるをえない」

魯迅の愛情は民主主義思想の体現者 としての人民にあたえ られていたか ら

申国のボロダフニキやウグ リ=一ム ・ブルチェーエブの前に膝 をまげていた阿Q

.には同情で きない。彼 は悲 しみを もつて語つた。 「人民は巨大な石にお さえ ら

れた草みたいに弱々しく四千年の間沈黙 して きた」 しか し次のように予言 もし

てい る 「近い将来,い まなお高い壁で囲まれてい る申国人民は醒めて自由のた

めに身 をなけだ して話 しはじめるだろ う」。

この小説には一人の積極的主人公 も一人の光明あ る形象 もないが,ペ シミ

ズムはない。

魯迅が辛亥革命 をこのように嘲笑 し以前 の偶像 を破壊で きたのは,プ ロレ

タリアー ト指導 の もとの来 るべ き革命で,古 い社会の現実の急変 とい う新 らし

い期待,「 小 さ・い出来事」で表わ された労働者への期待があつたか らであ る。

新 らしい革命の勝利のためにはふ るい もの ～失敗の原因 をあばかねばな ら

ない。魯迅 は長年の圧迫によ り習慣 となつた欠点 を天才的に明 るみに出 してみ

せた。

偉大な ロシヤの革命的民主主義者チ ェル ヌイシ ェフスキイは心か らのかな

しみを もつて ロシヤ人について語 つた。「あ われむべ き国民,奴 隷 の国民,上 か

ら下までみんな奴隷 だ」 この言葉 をレーニンは人民への愛情 の言葉 と呼んだ。

申国におけ るあ らゆ る沈滞 した もの,反 動的な ものについて語 るとき,魯

迅は鋭い表現にたよつた。 しかしこのよ うな嘲笑は作者の愛国者 としての燃え

為ような愛庸か らでてい るのであ り,魯 迅の ことばは人民がすでに くび きをな

けだす準備 をす るための保証 となつたのであ る。
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無 思 想 の 人 び と

ときお り魯迅をつ ㌧みこんだ ものは,謁 刺的,尖 鋭でないまつナこくの欣び

幸福を書 きたい とい う激 しい意欲であつた。、当時の魯迅の前 を水に映 る雲みた

いに美 しい人物やすば らしい もくろみが次々と過ぎ さつていつた。

しか し素晴 らしい物語は書かれないま ～でおわつた。その物語 とい うのは,

未来の祖国のことであつた。しかし当分の間魯迅は戦士 としてた ＼かいの場に

たち,人 民の利益 をま もるため自分の武器を手ばなすことがで きなかつた。彼

は博学,道 徳,国 粋,論 理,公 正,東 方文化の偽 りの美 しいマン トをうばい,
,9

自由主義的オシヤベ リ,ニ セの博愛家の仮面 をはぎ とらねばな らなかつた。

魯迅は平凡な主人公や生 きつ 団けて吟 る亡霊を書いた。

偽善 と偽善者の典型が 「石鹸」の主人公四銘に採 り出 された。四銘が古代
ス ミン ス ミン

の聖賢の復活 を呼びかけようとして発言するときつんぼにな るような大声をだ

す。 しか し個人生活の小 さなエピソー ドは彼のほん とうの姿 をあば く。 この小

説で魯迅はいま さらなが らデ ィーテイルの名人 としてあ らわれ る。夫が妻に石

鹸 を もつて きてや ることには何 もとりたて ることもないようであ るが,作 者は

われわれが重要な結論に達す るの を助ける。

石鹸を四銘の家でははじめて もつ。た団若い女乞食に対 す る嘲笑者たちの
ス ミン

嘲弄のみがこの国粋主義者に妻の汚い頸 を思い出 させ,香 水店へ足 をはこばせ

たのである。 ・

作者の古いイデオ ロギイ孔教 の擁護者に対 するた ㌧かいは,こ ～では彼 ら

の肉体的不潔の暴露でおわ 多。

ファナティクな国粋擁護者 との魯迅のに 〉かいに とつて,よ い石鹸は第一の

条件 となつた。若い者に道徳 を説 き批難す るまえに,道 徳家たちが耳まで も汚

れてい るの を洗い浄め拭いさるべ きであ ると作者は語つてい る。

四銘の形象 と同じ系列に 「兄弟」 と 「高老夫子」の主人公が入 る。
ス ミ ン

第7・望
ヤi髄勢 季罫 算的なエゴイス トで偽磁 と自己隔着をしつS"け ているだ 、

け,夜 睡ているときだけは善良な兄 の仮面 を脱 ぐ。
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第二の高先生は遊び人で飲んべ えで色好みの教育者であ り旧習の保護者で
カオ

へ

ある。彼にはい くらかブル ジ.ア な性質がある。流行に したがい彼 も多少は 「進

歩的」なことをい う。そして青年の教師な りと自任 してい る。しか し教室内で

のかすかな嘲笑いが彼 に学校 を辞め る決心 をさせ例に よつて断髪娘への悪口を

く りかえさせ る,こ うして彼は麻雀遊びに もどつてゆく。

しか し古い基礎 と流行のr新 らしい」思想の間で申庸をま もろ うとしてい

る無思想の人の典型 として最 も明瞭なのは 「端午節」の主人公である。

この無思想,無 原則 的 な本 質 を魯 迅は特有の鋭 さで 「ま るつ きり同じ」

rあ ま りちがわない」 とい う巧みなことばで表わした。

方玄緯 とい う主人公は自分の趣味に全 く満足 しているらしく,不 愉快な も.
プア ン シユアン チユ オ

のから自分を守 るのが唯一の関心事で,自 分を安堵 させる公式 「まるつ きり伺

じ」 「あま りちがわない」を見出した。彼は以前,兵 隊が車夫をな ぐつナこりす

るのを見て悲 しい思いが したが,い まではそ うでない。 もし車夫が兵隊にな り

兵隊が四輪車で走る としたら以前の車夫は同じよ うに兵隊をな ぐるだろ う。方
フア ン

玄緯は自分の考えを講義にまで琿長して学隼たちに対立を和げるよ うに教え
シユ ア ン チユオ

よ うとした し,彼 が働いている役所では鋭角をあらわさず クビの安全を保 と

うと努 めた。

魯迅ぱ思想を もたぬ者の性格を当時のインテリの生活申最 も尖鋭な問題,

即ち破局的に拡大 した俸給不払の問題に関係つげて暴露 してい る。7と えば19

26年6月 に教育部右な192年 の俸給 のを支払つ7。

共通の苦 しみが教員たちを団結 させた。彼 らは委員会をつ くりデモを行い

俸給の定時支給を組織的に要求 した。役所で金 を受取つた とき方玄緯はこの騒
ファ ン シユ ア ンチユ ナ

ぎを軽蔑 して高慢 にもいつた 「教員が金を要求 するのは下品である」。教員た

ちが支払を要求 して役所 にいつ た とき彼はゆかなかつた。 突 き刺 すよ うな風

と冷 たい雨のなかで,警 察がデモ隊を泥ん このながへ遂い こみ,な かには頭を

割られたものもあつた。こ うした後に俸給の一部が支払われた とき彼は他の人

々 と一 しよに 「まるつ きり同じく」受取 りたかつた。

しか し間 もな く官俸 の支払 も停止 とな り,方 玄緯は きわめて困窮する。妻セ
ファ.ンシユ ア ンチ ユオ
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は彼 を責 め,小 僧 で さえ 無 礼 にな る。 それ で も彼 は改 めよ うとは しないb .彼は

和 解 しが たい もの を和 解 させ不 愉快 な こ とか ら眼 をそろ せ る最上 の方法 た る一

罐 の蓮花 白を商 人か ら帳面で借 りとろ うとする努 力を惜 しまない。 こ うして彼

は嬉 し くな りソフアーに横 たわつて詩 を読 みは じめる。その詩集 は胡適 の 「嘗
フシの

試集」である。このよ うに政治 に無関心な もの,自 由主義的教授のもとで,あ

らゆる問題 の救いの方式 として 「あま りちがわない」を見出す無思想のインテ

リが育成 され ることが誠刺的に示 されている。

魯迅は他の作品 「幸福な家庭」で も無思想の文学の暴露をつ 皮けた。

作者はこのテーマのために創造的な作品的解答を見出した。魯 迅は対照 し

た主題 をくみたて ～生活がいかに現実からきりはな された夢想へゆ く愚かな文 ・

学者の努力を発展 させるかを誠刺的にしめした。 ・

魯迅は鋭い暴露的な顔料で自己の幸福のみが唯一の理想 となつている人び

との形象をえがいた。方玄緯のよ うな無原則の典型,張 斐君のよ うな打算的エ
フア ンシユ ア ン チ ヨオ チヤン ペ イチユイ ン

ゴイス ト,四 銘みたいな偽善者,上 つ面を滑 る文学者等。人を道徳的頽敗 と滅
ス ミン モ

芒にみちび く富 と特権のみが価値を もつ社会 との妥協をば彼はねば り強 く主導

的な思想 とした。われわれは 「勝つたもの」の形象にこの思想 のもつ と明確 な

表現を見出す。それらはかつて現存秩序 に反抗 した人であるがそのことによつ

て自分に打ち勝つことがで きた。、これは 「居酒屋はて」の呂緯甫 と 「孤独者」
ひ リユ イ ウ エ イ フ に

の魏連突で あ る。
ウ エ イリエ ン シ ユ

迫害 され困窮した魏連灸は以前の信念を変えて軍人になつた。彼は官位 と
ウエ イ リエ ン シユ

金 を得 たが進歩的な人び との敬意を失つた。没落の深みにおちたことを自覚 し

だ魏連斐は心のやすらぎを見出 しえず自己の運命を冷笑 しながら死ぬ。彼 の最
ヴ エイ リエ ンシユ

期 は「傷 ついた狼の た ～かい」で ある。 呂緯甫 も幸 運 には とて もめ ぐまれ ない。
リユ イウエ イ フロ

彼は肉体的に死ぬはるか前 に精神的に死んでいた。彼が友だち と申国の運命 を

はげしく論争 した時代は とうに過ぎ去つた。いまでは生活の非運 による圧迫か・

らがつては激 しく否定 した儒教の教えを説 く。彼 の生活には目的 もなければ理

想 もない。それは彼 にハエの飛行を思いおこさせる。嚇かして飛びた㌧せる と

ハエは小 さい円をえがいて もとの場所 に もどつて くる。深刻な意味を もつた完
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壁 な救述 とい う特徴が魯迅に とつて典型的な手法である。

これ らの小説 には絶望的哀愁,破 滅の運命の重苦 しい雰囲気がある。 くり

ひろげられてゆ く筋の背景が主人公の悲劇を暗 くし深刻 にする。すなわち,つ

めたい月の夜(孤 独者),微 かな光 もさ㌧ない低 く垂れた鉛色の空 と白雲の幕

で織 りなされた地平線(居 酒屋 にて)。

た とえ暴力の時代にせよた ＼かいの意志を失い俗物根性の くもの巣で自己

を しばることを社会にゆるした人び とには もとへ戻る道がない。

いかに祖国が滲ましく醜い ものであるにせよ,国 の運命を悲 しんだ魯迅は

自分の創作 した形象によつて,真 実を直視する勇気を もつことを中国人に教え

た。

探 求 者

申国の幸福な将来について魯迅は疑いを もたなかつた。 「秋夜」で祖国は

寒 さで縮み氷柱で蔽 われたもの として描かれている。しか し当時の 「きび しい

冬Q寒 さ」のなかで詩人は来 るべ き春 とい う暖かい時候への夢を温 めている。

われわれは しばしば魯迅のもとに生 きとし生けるものを鍛えあげる生命

の特徴 を見る。雪の原野には 「真赤な玉椿や青味をおびた白 と暗黄色の臓梅の

花が咲いている(野 草 ・「雪」)。 氷山 と火,死 と開花の対照が作者の眼 をひき

つける,手 入れ されず荒れ るにまか された庭には 「十輪以上の真紅の花が雪に

映えて炎のよ うに燃 えている」(居 酒屋にて)。

彼の生活を とりまいてい るあらゆる重苦しさにもか ～わらず,魯 迅は祖国

の力強いか くされた力を熱烈に期待 した。 「どんな ところに と彼は尋ねた

一 雪にお ㌧われた地下で も凍らず に雪 の上 に花 の咲 く ところ が あろ う

か?」 。魯迅は長い世紀 にわたつた理不尽 な圧迫が中国人を蒙昧沈滞 にお とし

いれたことを知 つた。

作者は進歩的な人民がいかにして重 くて耐え きれない圧迫 と搾取のために

弱められたかを苦 しみを もつてなが めた。

子供の頃の友だちだつた主人公(故 郷)は 昔の農民閏土 とは似て もにつか
ロエ ン トウ
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ぬ ほ ど深 い しわ を よせ荒仕事 による彼 の手は樹 の皮 の よ うにゴ ツゴツ として ヒ

ビが入 り,う すい綿 入 れ の上 衣 は寒 さを防 げない。 「喰物 は足 りない し……世

の申は穏かでな く・・∵・・金 は い り,も の ご とに きま りが な く,作 物 は わ るい し

… …何 か を つ くつ て売 る と損 をする し
,税 金 は 何 回 も とられ売 らな い で お くと'

くさらせ る」 これ が 閏土 の こ とばで ある。
グ ロエ ン ド ウ

小説の主人公は 「旦那」 と呼び階級的な壁が生 じていた。しか し作者は若

い世代は 「高い壁 をへだてない」で,彼 のよ うに放浪の生活におちい ることも

ねがわない し,閏 土 のよ うに重苦しい愚鈍な生活におちることものぞんでいな
ロエ ン トウ

い ことを固 く信 じていた。

若い ものはわたくしたちの知 らない生活を しなければならない・…・・」 しか

も作者はこの夢が実現することを信 じて うたがわない。

「希望はすでにある ともいえない し,な い ともいえない。それは地面 のよ

うな もので,道 はない,歩 く人が多い と道 になる。」

叙情的挿話でそ うであつたよ うに散文詩で も魯迅は周囲の現実を変革 しよ

うとい う期待を反映 している。彼 の創造 した典型はボンヤ リと無 自覚にではあ

ζが,み じめな暗い現実に不満を もち自分や人のためにめ ぐまれた運命を捜 し

もとめる人々P燃 えるよ うな共感をよぴ さま した。旅人(野 草)は 自分のゆ く

てにあるすべての ものがたまらな く厭わしい。つま り,牢 猿 によつて手 に入れ

涙 に濡れた地主 の土地が。悲 しみの申で何かの声が?ね に彼 によびかけ安 らか

にしない。足は陽 つ き血を流 しながら彼は休むことな く前進 しよ うζする,未

来 に待ち うけている ものが墓だけか もしれないに して も。

この反逆者はまだ前途につ いてはつ きりした もの;をみていない。 それは

ロマンティクな曖昧 さでえがかれている。 しか し,真 理が何 にあるかを知 らな

いながらも,彼 があ くまで もそれを追求 した とい うことで愛 と承認 を うけるに

値いする。旅人の形象は追求のためには自己の全生命を もあたえることを人び

とに呼びかけている。

魯迅の積極的主人公はしばし一人 しかいない。彼の光を もとめる熱烈な意

欲は沈滞 した無智な環境の妨凝にあろ う。「気ちがい」「あの男は気がふれた」
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これ が支 配 階 級 の観点 とその 権力 に抗 して立 ち上 つた進歩的 な人び とに た

いす る一般 の考 えで ある。

「長 明燈」(1925)に われ わ れ は宗 教 に反 対 して た ち あが つた 「気 ちが い」

の一人 をみ る。.一

彼は奇蹟をまたず神様への献燈を消 すよ うによびかける。その神様 とい う

のが三頭六胃の青面,三 つ目玉,長 帽子,半 分頭,牛 の頭に豚の歯のついた化

物 といつた代物である。 しか し迷信ぶかい農民は彼を気ちがいあつかいをし,

彼の行いの結果 におびえる。人々は神のいらないことを証明しよ うとした男を

彼が焼 こ うとした偶像堂 に閉 じこめる。こうして衆愚はそれぞれ家へ散つてゆ

く。 「夕方 ごろまでに天下は太平 になつていた」。 この静けさの恐 ろしい意味
轟'

のわかつているのは 「気ちがい」だけである。木の格子からは暗い先入主にお

ちこんでいる同国人の運命 を憂える彼の眼が不安 そ うにひかつている。

いかにして彼 ら亀をよび さまし怒 りへの道を見出 させるかか?ま わ りはまる

で氷につ ＼まれfc世 界みたいで ある。 「死火」(1925)に われわれは このよ う

な類似をみる。氷の荒野の中の主人公は自分のからだの暖かみで凍 りついた炎

の結晶を あた 、める。そして こ㌧には もつ と多 くの死火はない。大胆な主人公

を滅ぼさしめよ う。彼は死になが らよびさまされ た火が麻痺 し,た世界を燃やす

ことを祝福する。

作者は功績を讃美 した。た㌧かいは犠牲を必要 とする。 しか し彼 らはゆ き

当 りではないと彼は確信 した。独房囚人 によつて煽 られ た炎は多くの誠実で勇
'

敢な人び との心を燃やす。そして将来は彼 らの もので ある。

r薬ゴの革命家夏鍮は社会の無関心の うちに銃殺 され る。息子 を悲 しむ母
シヤユイ

でさえそれを不面目に思い彼の功績がわからない。

レしか し小説の終 りは楽観的である。夏鍮の墓の花環は,革 命家のあとをつ
シヤユ{

ぐものはた とえ少いとはいえ彼のた ＼か いをつ 団けてゆ く同じ思想 の ものた

ちは彼のよ うに功労が あることを語つている。

「薬」の夏喩の原型は1907年 紹興で暴動を組織 したsめ 銃殺 され た女革命
シヤユ イ

家秋瑛 にある。作者が小説 で青年の形象 としているのは当時の革命運動 に女子
チウチン
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が参加 するのが例外だつた～めであろ う。

しかし20年 代 になると婦人にも自己の解放のために参加するものがふえて

きた。魯迅の もとには新 らしい性質の明確な婦人の形象が ある。

「傷逝」の女主人公子君は史滑生を愛 し親戚の意に反 して結婚する。しか
ッチ ユイ ン シ チユ ア ンシヨ ン

し勇敢な第一歩をふみだ しは したが,彼 女には愛すること、愛人であることの

権利のために長いた ＼かいをする準備がなかつた。夫婦は争いをはじめる。

「人生の第一の条件は生 きることへの努力で ある,生 活の道 にそつてゆ くには

たすけあわねぼならない,も しも一・人が他の衣服のへ りにしがみつかねばなら

ない とすれば,立 派な戦士で さえ も戦 うには困難であ り,二 人 ともほろび る」

彼は こう考える。小 さな個人の幸福のためにではな く全人民のためにた ～か う

献身的堅忍不抜な他の女主人公の形象をすでに革命のはじまつた時期 にか ㌧れ

た他の作品に見出す ことがで きる。それは1926年3月18日 の反帝デモ隊の銃殺

に さ激げられた追悼文 と散文詩で ある。

この日に若い ものが先生に多 くを教えることがで きた。魯迅は女子学生 の

ヒロイズ春に頭を垂れたのである・

「劉和珍を記念 して」で彼は痛 みと誇 りをもつて書いている。'
リ ウホ チ干 ン

「殺 された もの ㌧一人劉和珍は私め学生で あつた。私はつねに思 うよ うに
リウホ テヱ ン

話を した。 しかしいまは彼女に自分の悪 しみ と尊敬を もち来つて,私 は彼女を

学生 とよぶ決心がつかない。いや,彼 女は学生ではない……彼女は申国のため

に死んだ申国の娘である」。

作者が深刻に体験 した事件の感銘の もとに書かれた劉和珍の形象は,新 ら
　 リウホ チエ ン

しい人間の典型の芸術的肉づけ としてはつ きりあらわれた。

全 くボンヤ リとした積極的思想の探求者および反逆者 と反対 に,劉 和珍 と
リウホ チエ ン

その友だちは何 に向つて努力し何のためにた ㌧か うかを知 つていた 。それゆ

え,作 者は彼女 らの新 らしい性質を明瞭 に説得力を もつてひらき見せることが

・で きた。

反逆者,探 求者および車夫にはたんにそれぞれの人にた 団た 団一つの重要

な性質 献身,真 実の探求,ヒ ユーマニズ ムが くつ きりあらわれ ることが想定
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されていたにすぎない。劉和珍は現実の人間に内属する矛盾を もつたい きい き
リウホチ ェン

とした形象である。劉和珍の映像をえが きながら作者は彼女の優 しい容貌 とつ
リウホ チエ ン

よい意志の対照にどれほど驚嘆 した ことか。武装 した校長の護衛 に反抗 し力に

よつて も屈服 させられない女子学生は頑強で尖鋭にみえるか もしれない。しか

し劉和珍はいつ も微笑 してお りひじよ うにおだやかだつた。だが作者はあらた
リウホチエ ン

めて彼 女 に女性的な弱 さ もみ とめる,「 彼 女 は 母校 の運 命 を うれ い,泣 い て悲

しむ」 。

しか しこの涙 も劉和珍 と友だちが 自分の義務をはたすのを妨げ蒼かつた。
リウホ チエ ン

「その日の朝彼女は どれほど欣然 としていたことだろ う……政府の建物のそば

で弾丸が彼女の背申に入つて心臓 と肺を貫通 した。傷は致命的だつたがす ぐに

は死なかつた。彼女をたすけ起そ うとした張静淑に四発の弾丸があたつた一一
チヤ ン チン シユ

その うちの一発 はピス トルである一 彼 女 はその場 に倒 れ ナこ。.こん どは楊徳 群
ヤン㍗チユ{ン

が張静淑をたすけよ うとしたが彼女 も射たれた,弾 丸は左の肩か ら入 り胸を と
チヤ ンヂン シユ

.お つ て右 か ら出 た。 楊徳 群 も忽 ち倒れ た,そ れ で も後 には起 き上 り坐 る こ とが
ヤ ン トチユ イン

で きた。彼女が死んだのは兵隊が狂暴 に も彼女の頭 と胸を撲 りつけたからであ

つた。

こ うして魯迅は悲憤 のアイロニーを もつてしめした。

「何 とい う荘厳な光景か一 三人の娘 に弾丸の下をころげまわる自由をあ

たえた とい っことは1」

追悼文は次のよ うな期待のことばで終つている。

「去年私ははじめて申国の婦人がいかに組織 されているかを自分の眼で見

た。 そ うい う女性は多 くはないが,私 は し峠 しば彼 女 た ちの能 力,頑 強,堅 固,

決意には感嘆 した。しか もこの日に彼女 らが射撃の もとで互いにたすけあい自

己をなげだ して死んだ ことは,狡 猜な陰謀 も数千年の抑圧 も申国婦人の勇気 と

決意をゆすぶることがで きなかつた ことを もう一度証明する ものである。」

ヒロインたちは単独で死んだのではない,彼 女たちは一緒にゆ き助けあい

ながら死 に直面 しナご。

魯迅が創造 した探求者 と反逆者の典型には辛亥革命前後 の申国の進歩的人
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々のた ＼かい一 一人の行動家のあ とにつ 団く同志が少 し㌧かいな かつぢ と

きの謀反者の戦術が反映 されている。1924--1927年 の革命申に書かれた劉和珍
リウホ チ エン

の回憶で,魯 迅はふるい申国の暴動が もはや自覚 した民主運動に とつてかわら

れた新らしい段階を反映してい る。

劉和珍 とその友だちの形象で魯迅は将来の申国人民をひらき見せ,中 国共
リウホチ ェ ン

産 党 の指導 の も。との人 民大 衆 自体 の 運動 の基礎 におけ る革命的 伝統 を 復活 し

た。 ・ 一

穿 ,※ ※ 一 ※

魯迅は申国における批判的 リア リズムの方法の創始者 としてあらわれた。

創作の題 目 として彼は何億の申国人の生活をえがいた。それ らを潤色せず
モ

明確な芸術的な全才能をつ くしてそれを運命づけた。魯迅は事件の悲 しむべ き

情景,全 く迷信的な習慣,逃 げ道のない哀愁や人間のあいだの獣 めいたかみあ

.い をえがいた。貧窮の絶望 を描 くことと人間をい とお しむ呼びかけから彼はそ

の弱点 と沈滞の批判へ と転 じた。

自己のあらゆる新 らしい創作を もつて魯迅は原則的に昔か ら定めら、れた伝

統 を破壊 した。その伝統めために申国のふるい歴史 と文学にはふつ うの人間 と

その人周の悲 しみや心配は問題 にされなかつたのである。

作者自身が これについては鮮かな論争の姿勢を もつて 「阿Q正 伝」の序で

語つた。文学上 のあらゆる形式,ジ ャンルをかぞえあげて作者はためらつてし

ま う,現 存する題 目の うちから 「無名の」主人公 の伝記を書 くには何 にすれば

よいか?彼 は偉 くもなければ神聖で もな く政府のほ うび もうけていない。彼

に とつて題目が用意 されている とは思 えない。1

申国文学のふるい伝統によると主人公の救述には主人公の姓や生 まれた場

所 な どからはじある、ζとが必要である。しか しこの貧乏人の素姓を誰が知つて

いよ う,彼 を何 と呼べばい ＼のか誰が知ろ う。彼の銃殺で さえ役所 の調書には

何 の証跡 もの こらなかつたのである!

魯迅は新 らしい内容を完全 にしか も表現ゆたかに伝える新 らしい形式をつ

ぐりださねばならなかつた。.
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彼 は伝統か ら多くの ものを受け継ぎそれを補足 し発展 させた。、

た とえば,申 世の調刺小説 にパ ロデ ィーの手法がみられ ると魯迅はさらに

それを研ぎすまし論争の光によつてか ざりグ ロテスクにまで達せしめた。

中国の古典詩はその 簡潔 さに特色がある,魯 迅ほそれを散文 に もちこん

一だ。

対照,、比喩の手法を用い上手 に緯名を拾いあげて魯迅は思想 に極度の正確

さを もたせ形象を浮彫 させた6そ れゆえ彼の作品のデ ィーティルはみな,ま た

彼の主人公の性格特徴は どれ も読者 にとつて明瞭な ものである。 「いまは じめ

てわれわれは複雑で怖ろしい意味をふ くん だ とるにたらないよ うな小 さい こ

乏 を珪解 した」 と或 る批評家は語つている。

批評家たちは魯迅の言語を理想的な もの とみな した。魯迅はふるい文学言

語 も俗語 も用いた。

魯迅は謁刺作家,暴 露者であると基本的に考 えられている。彼の思想につ

いては問題はほ とん どお きない。しかし彼 には積極的主人公の観念が形成 され

それは彼の活動 の各時期に新 らしい性格的特徴を もつて発展 させられた。

われわれが見たよ うに,1927年 までの魯迅の積極的主人公は燃えるよ うな

愛国者,熱 烈な真理の探求者であ り,彼 に とつて高い幸福は人民の解放を もと

める戦士のいさお しである。 この典型は木体においてロシヤの革命的民主主義

者たちの見地でつ くられている。 しか し同◎年に魯迅には社会主義思想の特徴

を もつた主人公 もあらわれている。

1920年 に魯迅は 「小 さい出来事」 の労働者たる車夫の形象では じめて申国

人 に歴史の新 らしい主人公をひらきみせている。彼は自分のヒユーマニズムを

明らかにし将来への確信を披歴 している。 こ、に申国の現実の最 も本質的な現

象が魯迅に反映 されている一一 それは十月革命の勝利,1919年 のス トライキで

自己についてまじめに知 る機会をあたえられた申国プロレタリアー トの政治舞

台への登場である。後に1926年 には劉和珍の形象で魯迅は中国共産党の指導の
リウホチ エン ミ

もとに発展 した反封建反帝国主義運動への自覚的参加をえがいている。

申学文学では批判的 リア リズム と社会主義 リアリズムのあいだの 境界を設

＼
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定 することがむずか しい。 とい うのは この二つは恐 らくは同時にあらわれ,ま

た同じ創作および同じ作者の創作で一つの方法が他の方法に移 つているか らで

ある。

それ らには共通の特徴がある。いずれの方法 も生活の真実を反映 してお り

双方 とも新 らしい進歩的な ものを もとめ,ふ るい滅 びゆくもの とのた ～かいの

パ トスが特性 となつている。

しかし批判的 リアリズムはふるい もの ㌧否定が最 もつよい面であ り,社 会

主義 リアリズムでは新 らしい もの㌧是認がつよい面になつている。したがつて

積極的主人公の典型が この二つの方法の区別に とつて基本 的標準の一つ とな

る。

1918年 か ら1927年 の魯迅の創作は批判的 リアリズムの立場の作品によつて

特徴づけられている。 しか し魯迅による積極的主人公か ら理解すると,わ れわ

れはすでに社会主義思想の特徴を見出している。 これは魯迅の晩年の新 らしい

創作方法一 社会主義 リア リズムへの移向を準備 したのである。

1958●5●20

附記 作品 論 としては以上 のほか に 「故事新編」 も加 えねばな らない。 し

か しこれ につい てはすで に 「申国研究」(1656年6.月 号,VOL.10、 江 南 書 院)

に 「追 憶 と故 事 新 編 」 の醜 訳 を の せ てい るので略 した。




